
S1　倫理と価値 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日
1. 価値 　 　 　
2. 子どもの権利条約 　 　 　
3. 倫理的責任遵守 　 　 　
4. 法令遵守 　 　
5. 秘密保持と共有の範囲説明 　 　 　
6. 倫理的責任の説明 　
7. 倫理的葛藤時の判断 　 　

S2　権利擁護 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日
1. 権利擁護
2. 意思表明支援
3. 主体的資源活用の支援
4. 生活の質向上・環境改善
5. ニーズの特定と充足
6. ソーシャルアクション

S3　多様性の尊重 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日
1. 対応力の修得 　 　 　
2. 差異に配慮した支援 　 　 　
3. 文化にあった資源の理解 　 　 　
4. 多様性尊重の環境作り 　 　 　

評価票（項目一覧）

S4　専門性の発揮 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日
1. 役割周知・実践展開促進 　 　 　
2. 自己の役割省察・積極的活動 　 　 　
3. 効果の可視化 　 　 　
4. 地域についての認識 　 　 　
5. 環境改善のための働きかけ 　 　 　
6. チームアプローチ 　 　 　

S5　アセスメント 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日
1. 情報収集と分析の内容 　 　 　
2. 情報収集源 　 　 　
3. 情報収集方法 　 　 　
4. エコロジカル・ストレングス 　 　 　
5. アセスメントシート 　 　 　
6. 客観的データ・実効性 　 　 　
7. 協働でのアセスメント 　 　 　

S6　支援の計画と実施 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日
1. 支援計画に含まれる内容 　 　 　
2. 支援理由と方法の明示 　 　 　
3. 最新情報収集・活用 　 　 　
4. ストレングス活用 　 　 　
5. 多層レベルへの働きかけ 　 　 　

S7　連携 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日
1. 信頼関係形成 　 　 　
2. 専門性・機能理解と分担 　 　 　
3. 情報共有 　 　 　
4. 進捗確認 　 　 　
5. ネットワーク形成 　 　 　
6. 守秘義務・個人情報の扱い 　 　 　



S8　コンサルテーション 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日
1. 専門家同士の行為 　 　 　
2. 専門用語多用の回避 　 　 　
3. 課題把握と助言 　 　 　
4. チーム支援体制構築促進 　 　 　

S9　意思決定と実践評価 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日
1. 意思決定の根拠説明 　 　 　
2. 客観的データ収集 　 　 　
3. 多方面からの情報利用 　 　 　
4. データを用いた実践評価 　 　 　
5. 過程と結果の評価 　 　 　

S10　資格・資質 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日
1. 無資格者の資質向上努力 　 　 　
2. 教育に関する知識と理解 　 　 　
3. 信頼関係構築力 　 　 　
4. 教員の視点・学校文化理解 　 　 　

S11　専門性の向上 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日
1. 研修等の活用 　 　 　
2. スーパービジョン 　 　 　
3. 制度政策・実践の最新情報入手・活用 　 　 　
4. 自らの実践への目標設定 　 　 　
5. 実習生の指導 　 　 　

S12　記録 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日
1. 目的に応じた記録票 　 　 　
2. 説明責任に足る記録 　 　 　
3. 支援過程の記録 　 　 　
4. 第三者が理解できる記録 　 　 　
5. 記録の保管 　 　 　

S13　仕事量の管理 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日
1. 仕事量管理の必要性理解 　 　 　
2. 仕事量管理システム確立 　 　 　
3. 直接支援以外の時間確保 　 　 　
4. 仕事の優先順位づけ 　 　 　
5. 必要な機器の使用 　 　 　



年度　　評価票（総括）　

〈　　月 〉　（気づいた事柄・力を入れたい領域・必要な取り組みなど）

同席者 記入日

メモ

年度始め



〈　　月 〉　（達成事項・課題・必要な取り組み・研修計画など）

同席者 記入日

メモ



〈　　月 〉　（達成事項・課題・必要な取り組み・研修計画など）

同席者 記入日

メモ



〈　　月 〉　（達成事項・課題・必要な取り組み・研修計画など）

同席者 記入日

メモ



〈　　月 〉　（達成事項・課題・必要な取り組み・研修計画など）

同席者 記入日

メモ



〈　　月 〉　（達成事項・課題・必要な取り組み・研修計画など）

同席者 記入日

メモ

年度末


